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§

四

)

ヶ
i

フ
丨
は
偶

.

之
1

補

篇

馨

は

勞

響

の

〈

I

糧

■

へ
の)

W

編
入
を
以
つ

i

ら
現
存

i

麗

素

の
8

内
均
短

こ
か
， 

る
も
の
と
す
る
が
、駿
理

論

は

こ
.

の
た
め

I

相
當
の
期
間
に
渡
つ
て

f

行
は
れ
得
ろ
励
態
論
變
化
を

I

て
ゐ
る
。|

ベ
て
ゐ
る
。

(

註
ー
：6

註
八
に
示
し

.

て
置
い

..

た
彼

.

の
英
文
の
論
文
を
見
ょ

。

：
.

.

(

註

一

六〕
拙
稿
、
..

(

本
誌 

'

璧

十

卷
.

第
十
二
號
ぃ
參
考
。 

、

'

て 

(

昭
和
十
二
牢
五
月
二
十
四
日
槁
了)

維

新

直

前

( :
お
け
ろ
百
姓
一
揆
'の
報
告

(

社#經濟史資

料

紹

介)

、
 

野
村
兼
太
郧

明
治
維
.新
直
前
の
社
會
狀
態
が
極
め
て
不
安
不
定
で
あ
り
、
民
心
の
動
搖
が
烈
し
か
つ
た
こ
と
は
、
何
人
も
認
む
る
と
こ
ろ
で
あ
っ 

て
、
敢
て
赘
言
を
要
し
な
い
。
從
っ
て
そ
の
直
前
に
お
ゐ
て
多
く
の
百
姓
一
揆
が
頻
繁
に
勃
發
し
た
と
し
て
も

怪
し
む
に
足
り
な
い
。 

從
來
の
艇
廹
的
强
制
が
緩
ん
だ
た
め
に
"
平
常
の
不
平
が
爆
發
し
た
も
の
も
あ
ら
う
。
即
ち
維
新
に
際
し
あ
ら
ゆ
る
機
構
が
崩
れ
か
X 

ゃ
、
新
し
き
制
度
は
未
だ
出
來
上
ら
ず
、
地
方
に
依
っ
て
，は
全
く
無
警
察
の
狀
態
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
又
幕
末
に
お
け
る
急
激 

な
物
債
騰
貴
は
貧
農
の
！：：常
坐
活
を
も
脅
す
に
至
っ
た
。
.そ
し
て
そ
の
不
平
が
豪
農
や
豪
商
.に
向
け
ち
れ
た
こ
と
も
自
然
で
あ
ら
う
。

し
か
し
今
こ
、
に
こ
の
時
期
の
百
姓j

揆
の
木
質
を
鮮
明
に
し
.
‘よ
う
と
琴
ふ
の
で
は
な
い
。
又
そ
れ
が
そ
の
以
前
の
百
姓一

揆
と
如 

何
な
る
點
に
お
ゐ
て
相
違
す
る
か
、

又
明
治
以
後
の
も
の
と
は

如
何
か
な
ど
と

云
ふ
問
題
を
取
扱
ば
ん

と
す
る
の
で
も
な
い
。
唯
こ
の 

時
代
に
各
地
に
起
っ
た
百
姓
一
揆
に
關
す
る
各
藩
そ
の
他
の
當
局
者
の
^

^
へ
の
報
吿
そ
の
他
を
年
代
順
に
^
八
ヵ
し
よ
う
と
思
ふ
ば
か 

り
で
あ
る
。
勿
論
そ
れ
等
は
多
く
公
の
報
街
な
る
が
故
に
却
っ
て
著
し
く
手
加
減
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
か
っ
そ
れ
は
天
領
に
關
す
る 

も
の
.が
多
い
。
し
か
し
そ
の
裘
酣
に
隱
れ
て
ゐ
る
事
情
を
想
像
す
る
と
、
簡
單
な
報
吿
で
は
あ
る
於
、
多
く
の

興
味
を
覺
ゆ
る
も
の
で 

_
新
脏
前
に
お
け
る
西
姓
1
揆
の
'報
齿 

：ー
〇
.三

(

八
九
S



維
新M

前
■に
お
け
る
百
姓
一
揆
の
報
告 

「

〇

玛

C

A

九
四>

t >

る
:0
.

そ
れ
等
の
報
吿
ば
何
れ
も
舊
出
石
藩
仙
石
家
の「

諸
家
達
書
聞
込
書」

'
か
ら
抜
萃
し
た
も
の

'

で
あ
る
。
そ
こ
で
少
し
く

,g

の
書
に
つ 

い
て
解
說
を
加
へ
て
蹬
き
た
い

o

こ
の
書
は
元

.

治
一
兀
卬
か
ら
大
體
明
治
ご
一
年
頃
に
至
る
五
六
年
間
の
種
そ
な
る
記
錄—

屆
*

•

達
*
、
 

布

街

建
_

風
聞
書
、
樑
索
書
、
落
箐
等
を
收
錄
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
當
時
の
資
料
と
し
て
有
用
，な
も
の

.

で
.

あ
.

る
。
慶
魈
三
竿
慶 

喜

の

大

政̂-
'
還
以
後
は「

諸
ず
達
屆
類」

又

は「

諸
家
達
屆
新
聞
類」

.

と
題
名
に
變
更
は
あ
る
が
、、
內
容
，に
お
ゐ
て
は
以
前
と
少
し
も 

變
り
力
な
い
何
れ
も
そ
の
時
々
に
筆
寫
し
て
置
い
た
も
の
を
後
に
綴
込
ん
だ
も
の
で
あ
るo

現
存
せ
る
も
の
は
二
十
九
卷
で
あ
る
が
、 

か
な
り
以
前
か
ら
二
三
冊
紛
失
し
て
し
ま
つ
た
ら
し
い

o
 

.

こ
の
書
に
關
聯
し
て
注
意
さ
る
べ
き
も
の
に
、r

晚
翠
樓
叢
書」

な
る
も
の

.

が
あ
るo

こ
れ
は
太
政
官
編

_

「

復
古
記」

等
に
も
そ
の 

W

用
書

_

中
に
見
え
て
ゐ
る
。
出
■

公
用
方

Q

 

r

御
屆
伺
書
留」

を
見
る
と
次
ぎ
の
如
会
記
錄
が

I

。
ノ 

_

.

「

晚
翠
樓
叢
書
 

六
拾
五
本

右
客
多
年
苦
心
拾
輯
仕
候
品

-1

御
座
候
、
勿
論
萬一

之
御
用
途

n

浚
相
立̂

間
敷
儀
ミ

{

奉
稃
候
得
共
、
先

^

御
沙
汰
二
付
差
出
中
候
以
上

-

庚
午

—
十
九
日 

御

名
 

辨

官

御

中
，

•

」

こ
れ
は
明
治
新
政
府
が
早
く
歷
史
編
證
計
書
を
樹
て
、
各
地
に
資
料
を
求
め
た
の
に
應
じ
た

Q

で
あ
ら
ぅ
。
然
る
に「

復
古
で

.

へ
ば
、「

明
治
六

U

五
日
、
皇
城
火
ぁ
り
、

*

政
‘

官
f

亦
類
燒
し
、
.國
史
編
輯
の
爲
め
に
、

<
g :

4

t

 

集
せ
る
記
錄
藝

Q

類
、
悉
く
烏
有
に
歸」

た
り」

叁

ふ

。
も
し
こ

Q

i

s

り
が
な
い
な
ら
ば
、
前
述

Q

明
治
三
；

卜1

し

た

「

晚
翠
槌
叢
書」

ゝ
六
拾
71
;
册
は
燒
失
し
て
し
ま
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
0
そ
こ
で
新
し
く「

更
に
諸
省
莳
縣
舊
藩
主
等
に
令
し
て
、 

史
料
を
錄
上
せ
し
.め•」

た
0
こ
の
時
に
仙
石
家
か
ら
洱
び
新
し
き「

晚
翠
樓
叢
書」

を
獻
納
し
た
か
如
何
か
は

不
明
で
あ
る
。

友
人
に
依
賴
し
て
調
べ
て
も
ら
つ
た
と
こ
ろ
、
m
京
帝
國
大
擧

.の

史

料

編

凝

所

目

錄

に

「

晚
翠
槌
雜
錄
し
二
十

五
.冊
の
名
が
あ
り
、 

仙
石
子
爵
家
の
記
錄
を
編
築
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
。
又
內
閣
文
庫
目
錄
に
も「

晚
翠
樓
叢
書
拔
書」

一
冊
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ 

る
。
取
は
未
だ
そ
の
何
れ
を
も
見
る
機
會
を
得
な
い
。
從
つ
て
確
實
な
こ
と
は
云
ひ
得
な
い
が
、
大
體
次
ぎ
の
や
う
に
推
定
し
得
る
や 

う
に

思
ふ
。 

.

私
藏
の「

諸
家
達
屆
聞
込
書

」

は「

晚
翠
樓
雜
錄」

の
原
本
で
あ
ら
う
。
そ
の
冊
數
が
符
合
し
な
い

0
は
、
前
者
が
記
錄
の
綴
込
で 

あ
る
た
め
に
窟
複
す
る
も
の
が
か
な
り
に
多
い
。
そ
れ
等
を
蜜
略
し
て
寫
し
、
ニ
十
九
冊

0
も
の
'を
ー
ー
十
艽
冊
に
し
た
の
で
は
な
か
ら 

う
か
。「

復
古
記」

引
坷
の「

晚
翠
樓
叢
書」

は
實
は
こ
の

「

雜

錄」

な
の
で

.は
な
.か

ら

う
か
。
少
な
く
と
も

同
書
引
用Q.

諸
文
は「

諸 

家
達
屆
聞
込
書

」

.と
同
一
で
あ
る
。
例
へ
ば

「

復
古
記」

卷
ニ 

(

第一

冊
六
七
頁>  
に
諸
藩
士
の
朝
姪
へ

.の

.伺ir

を
採
錄
し
、「

晚
舉
槌 

叢
書
、
雨

.三
藩
云
々
ト
、
外
夷
云
々
_ノ
ニ
條
ヲ
合
シ
テ

1

條
ト
シ
、
文
字
少
異
同
ア
リ
、
忠
忱
家
記
正
ニ
似
タ
リ
、
故
一
一
之
一
一
從
フ
、
 

連
署
ハ
晚
翠
榄
叢
書

“一
據
ル」

と
註
記
し
て
あ
る
分
は
、
こ
れ
を
私
藏
本
に
檢
す
る
と
、
卷
之
贰
拾
に
所
載
し
、
餘
記
の
如
き
混
同
を 

な
し
て
ゐ
る
。 

'

さ
ら
に
内
閣
文
庫
本
は
恐
ら
く
私
藏
の
別
本
に
：「

晚
翠
樓
叢
書」

.と
題
す
る
寫
本
が
一
，冊
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
じ
で
は
な
か
ら
う
か
。 

そ
れ
に
は
自
文
久一

一
年
壬
戎
至
慶
應
ニ
年
丙
寅
と
傍
記
し
、
仙
石
政
固
と
.署
名
し
て
ゐ
る
。
細
字
で
は
あ
る
が
、
紙
數
僅
か
十
七
枚
の 

小
册
子
で
あ
る
。
何
の
意
味
か
解
ら
な
い
が
。
表
紙
に
借
書一

ー
百
七
十
ー
號
と
記
し
て
あ
る
。
內
容
は
上
記
の
年
代
の
重
嬰
事
頌
を
印 

代
順
に
併
記
し
た
も
の
で
同1

人
の
手
蹟
で
あ
る
。
以
上
こ
れ
等
の
諸
書
の
關
係
を
一
應
推
定
し
た
の
で

あ
る
が
、
他
日
な
ほ
確
め
て 

維
新
直
前
に
お
け
る
亩
姓
1
揆
の
報
铪 

一.
0
五

(

八
九
五
.

〕
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見
たS

と
思
つ
；て
'ゐ
.る
。：

ぃ
嬰
す
る
に
以
下
引
用
S

本
は
S

く1
1

度
目
S

石
家
t

修
史
局
8

出
し
た
も
：の
，で
は
I

着

t

推
定
さ
れ
るo  

I

 

そ
れ
か
ら
大
體
に
お
ゐ
て
純
猝
な
百
姓
I

f

.

思
I

、
分
I

寒

こ

れ

に

多

少

握

f

f

ょ
ぅ
？

當
時
多
く 

の
浪
人
や
浮
浪
の
.徒
の
騷
勸
、

：

又

は

、
江

戸

に

お

け

る

.
騷

擾

等

が

あ
る

.

が
、
そ

^

(

一〕

但
馬
國
朝
來
郡
下
村 

:

馨

兀

年

I

錄
中
S

れ
た
ち
の
と
し
て
は
こ
の
一
件
.ょ
.ひ
外
.に
な
い
。
先
づ
代
官
橫
田
新
三
郞
の
報
告
を

3

る

o

 

.

「

但

外

.
下

村

其

外

村

A
Z

之
者
典
竹
田

町
順
龙
衞£

外
戴
人
宅
打
毀

ゆ
趣
炫
屆
書

私
は
代
官
所
伹
州
朝
來
郡
下
村
其
外
村
i

者
共
、
多
人
數
打
寄
、
常
八
月
廿
六
爲
I

時
頃
、
同
郡
竹
田
1

1

1
望
 

狂
利
吉
左
衞
r

羽
田
山
村
太
葙
衞
門
宅
打
毀
昨
歸
出
卟
ニ
付
、
手
代
幷
銀
山
附
役
人
共
寒
出
、
早
速
取
鎭
、
致
亂
|

者
”
之 

內
夫
备
捕
入
f

t

、
尤
右
ハ
順
左
衛
門
外
成
人
I

兀
相
應
相
暮
、
大
f

所
I

在

論

、
順
左
衞
門
儀
平
日
氣
7

不 

宜
紫
ニ
ゐ
、
小

作

來

等

取

妾

墓

|

|

之
、
右
I

s

哉

箱

聞

、
右
f

百
姓
共
及
亂
饺
由
2

早
速
相
鎭
申 

vh
、
委
釉
之
儀v

吟
味
之
上
、
追
為
可
申
上
^
得
共
、
先
此
段
は
屆
申
上
办
以
上
、

子

八

月

.

,  

橫

田

.
新

、之

丞
.

印」

.
と
の

事
件
が
貧
農
の
豪
農
に
對
す

る

反
感
か
ら
生
じ
.た
も
の
で

I

I

は
、
卜
•記
の

報
告
を
以
つ
て
し
て
も
明
か
で

t

o

.

し
か 

し

火
な
る
事̂

:

に
は
な
ら

な
か
つ
た
こ
と
は
、

f

に
揭

げ

る

隣

藩

の

.援

兵

を

拒

絕

し

た

こ

と

に

培

て

も

知
ら
1
る
。

ン 

細

の

儀」

の

報

吿

は

な

い
。

. 

-
•

;

,

‘

「

仙
石
讃
岐
守
京
魍
飛
輝
守
人
：數
出
办
儀
申
越

^

趣

申

上

昨

書

付
.

.
,

私
は
代
官
所
伹
州
朝
來
郡
下
村
其
外
村
e
之
も
の
共
、
多
人
數
ニ
為
同
郡
竹
田
町
順
左
衞
門
外
贰
人
宅
打
毀
昨
趣
承
傳
办
由
二
笏
、 

仙
石
讃
岐
守
京
極
飛
彈
守
Z
領

分

境

迄

少

人

數

繰

出

置

^

一一

 
付

は

用

之

儀

有

之

.昨
ハ

 >

可

承

旨

一

一

资

-
讚
岐
守
t
手
代
典
出
張
場
所 

.先
ね
、
飛
彈
守
t
生
野
陣
屋
V2
使
者
差
越
申
uh
、

然

ル

處

早

速

鎭

靜

相

成

^

一一

 
付
"
右
兩
家
人
數
»]
|
拂
申
卟
、
依
之
此
段
该
屆
申
上 

置
昨
以
上
、 

-  

.

子

八

月

- 

.
•

橫田新
之丞印

」

詫
す
る
ま
で
も
な
い
.が
、
仙
石
讃
岐
守
は
久
利
、
三
.萬
蒞
、
但
馬
阈
出
石
郡
出
石
の
城
主
、
京
極
飛
彈
守
は
高
厚
、
但
馬
國
城
崎
郡 

0
0
>

ー
萬
艽
千
石
で
あ
る
。

(
一
0

攝
雜
國
湊
川

慶
應
元
年
五
.月
八
日
夜
"
民
衆
が
湊
川
堤
附
近
に
集
合
し
て
暴
行
を
計
っ
た
。
折
柄
兵
庫
開
港
問
題
に
關
聯
し
て
諸
家
の
其
が
海
岸 

防
備
の
た
め
參
集
し
て
ゐ
た
が
、
そ
の
た
め
に
却
つ
て
か
な
り
の
混
亂
を
生
じ
た
や
ぅ
で
あ
る
。
先
づ
そ
の
諸
家
の
一
つ
で
あ
る
中
川 

家
の
中一

侯
へ
の
報
^
を
聞
か
ぅ
。

「

五
月
十
四
日
中
川
欉
迖
屋
敷
ね
大
玻
迖
屋
敷
^
通
達
之
趣
：

去
ル
八
日
夜
六
ッ
時
過
湊
川
堤
二
雜
人
休
之
若
追
そ
屯
集
致
㈧

趣
、
近
遠
之
苕
,

出
張
所
沁
申
出
昨
.
ニ
付
、
早
速
斥
候
差
出
探
索 

致
置
、
其
內
本
陣
ね
通
達
一
一
及
ひ
、
間
渙
な
く
御
當
家
御
人
數
杯
も
出
張
所
V2

馳
集
居
、
直
樣
越
前
侯
は
も
彼
是
及
示
談
置
、
時 

b

次
第
05
1

>
ハ

人

數

操

川

し

可

申

旨

，
ー

ー

致

約

定

置

^

折

柄

、

兵

庫

詰

^

回
付
^
小
人
目
付
ょ
り
使
者
馳
集
リ
申
聞
办
一
一
て
、
同
處
ふ 

閊
珍
励
搖
ニ
付
、
t

取
鎭
衔
馬
庚
访
人
數
早
速
出
張
周
旋
相
成
昨
得
共
、
片
口
之
御
禦
ニ
易
取
押
不
行
屆
、
狼
藉
之
者
八
方
爲
手 

分
ヶ
及

亂

妨

ふ

間

、
は
當
家
之
改
人
數
操
出
し
、
双
方
汐
狹
打'

n

致
外
様
、
伐
役
/

^

沙
汰
之
趣
申
述
.ゆ
、
然

ル

-
此
方
相
答 

維
新
邀
前
に
如
け
る
宵
姓
ー
揆
の
i
. 

一
o
セ

o

八
九
セ)
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f

 

f

 

1

5

1

 

一
 

o
八

(

八
九
八
.

)

卟

f

刺
戶
I

義

I

、

貝

を

吹

立

屯

集

致

な

一

一

付

、

越

前

麁

5

證

r

上
、
物
頭
一
手
速
5

張
致
し
S

.

 

i

政
先
如
郝
之
變
動
可
致
も
難
斗
之
旨
申
來
ル
、
： 

-

i

ほ

: |

は

; 1

ハ1

,

: |
0

,
し
5

之
說
V

多
人
數
ニ
'

!

.
昨
ょ
し
、
f

も
鎗
刀
杯
携
居
ょ：

し
、

：
一
有
馬
俟
ハ
砲

|
|

致
し
、
刀
鎗
を“
き
六$
べ、
ぬ

か

帑

や

記

之

、
象

人^ :
V

此

先

相

替

阼

事

緣

卟へ.ハ
可
f

中 

右

溱

川

園

大

坂

屋

敷

、は
中
來
办
事

」

■

中
川
鐘
火
夫
久
昭
鐘
後
國
大I

岡
の
城
主
、
七
萬
石
餘

q

大
名
で
I

。
こ
I

動
はr

大

帯

ぞ

に

依

れ

ず
i
f
 

る
は
獨
りI
Q
み
I

拿

、
諸
I

f

、
S

於
て
か
音
八
杂
日
にf
 

田

動

“

り
.
町
家
I

壞
し
て
亂
f

及
び
、
其
風
大
阪
に
移P
、
十
三
日
夜
に
は
木
霞
波
邊
’に

.打

壞

騷

起

り

、
.
十
四
日
雨
を
冒
し
て
多
數 

の

普
市
中
を
横
行
し
、
搗
米
屋
に
f

、
錢
一
一百
文
を
以
て
、
.時

價

言

文

の

棄
一.升
を
f

べ
し
と
强
談
しV

應
.
1
れ
ば
直

に
之
を
破
壞
し
警
蓊
名
狀
す
べ
か
ら
ず

」
(

第
一一

卷
九
三
九
丨
四
〇
頁

)

と
あ
る
。
あ
る
ひ
は
純
粹

Q

百
姓
一
檢i

茨
へ
なc 

か
も
知
れ
な
い
。
 

_

I

麗
は
糊
知
の
如
く
安
政
の
條
約
に
依
っ
て
一
八
六
三
年
S

日
、
即
ち
文
I

十
二
月
に
決
定
I

I

、
國
內

の
I

が

產

で

あ

霞

め

、
輩

I

集

め

、
鐘

學

l

i

s

m

l

。
管

i

外
國
は

こ
の
延
期
を
i

し
て
ゐ
な
が
ら
、
慶
應
元
年
に
急
遽
威
脅
行
動
に
出
て
、
攝
海
に
迫
つ
て
、
兵

麗

f

促
が
さ
ん
と
す
n

、
 

た
。
即
ち
彼
等
は
幕
府
が
中
間
に
あ
っ
て
政
略
的
な
延
期
策
を
採
っ
て
ゐ
U

解

釋

し

た

か

ら

で

あ

る

。
.
し
か
し
外
國
船
が

兵

庫

 

忙
入
潘
し
たQ

は

塵

元

年Q

音
士
ハ
日
で
I

か
ら
、
未
f

 .
Q
騷
動Q

起
っ
竞
月
に
は
外
國
船
は
來
て
.
1
い
。
，
し
か
し
兵

 

庫
は
京
都
に
f

、
沿
I

備Q

必
|

强
く
主
I

れ
て
ゐ
た
P
で
、
S

I

1

駐
在
し
て
ゐ
た
。
1

1

庫
詰Q

#

女

が
先
づ
有
馬
侯
に
鎭
腮
を
依
賴
し
た
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
有
馬
侯
は
遠
江
守
道
純
で
、
越
前
坂
并
郡
丸
岡
の
城
主
、
五
萬
石
の
殿
様
で 

あ
る
。
同
家
が
兵
庫
出
張
の
家
來
か
ら
受
け
た
報
吿
を
慕
府
に
屆
け
出
た
の
は
五
W
廿
日
で
あ
る
。

「

去
ル
八
B
夜
五
時
！T

攝
律
湊
川
先
ね
多
人
數
集
屯
、
貝
太
鼓
打
交
、
物
騷
敷
樣
子
承
之
、
早
速
探
索
之
者
差
出
、爲
見
屆
办
處
、
 

何
胬
共
不
相
知
^
得
共
、
凡
千
人
斗
竹
繾
或
ハ
棒
杯
相
携
、
湊
町
憋
門
V2
押
寄
卟
趣
一【

付
"
下
陣
ね
人
數
相
揃
置
卟
處
、
御
目
付
様 

Z
依
御
差
圖
、
柳
原
關
門
丼
本
町
筋
ね
致
手
分
出
張
仕
^
處
、
全
土
民
一
揆
交
相
見
"
频
ー
ー
瓦
礫
相
拋
褂
办
故
、

不
取
敢
先
手
ニ
空 

砲
相
放
^
得
共
、
页
ニ
退±

様
子
無
之
、
士
分
拌
足
輕-1

至
迄
、
夫

e
武
器
等
用
意
、
召
捕
方
手
笹
仕
、
様
子
相
伺
卟
處
*
其
內
町 

家
ね
及
亂
妨±

(o

付
、
先
手
之
者
蹈
込
召
捕
思
、
尤
ー
檢
共
之
內
、
以
竹
鎚
手
向
ひ
手
余
エ
者
ハ
、
無
據
士
分
鐵
J

相
支 

㈧
擎
負
有
之
、所？以亂妨相働

±
(

一一

)

付
*
人
數
分
配
仕
、
數
十
人
召
捕
、
及
I

市
中
致
巡
邏
候
處
、
猶
又
湊
川
ね 

L

ふ、

ル斯か

s

め
、
兵
庫
表
出
張
家
來
之
者
^
申
越
^
、
此
段
御
屆
fN
上
^
、
以
土

.

五

.月

卄

日

. 

有
馬
遠
江
守
家
来
.

,

.•

.

吉

.

田 

半」

さ
ら
に
兵
を
出
し
た
の
は
有
馬
侯
ば
か
り
で
な
く
、
小
濱
の
城
主
酒
井
若
狹
守
.忠
氏(

拾
寓
.三
千
石
餘)

も
加
勢
を
出
し
た
ら
し
い
。 

即
ち
他
の
こ
と
で
大
阪
に
人
數
を
出
す
際
に
、
次
ぎ
の
如
く
云
つ
て
ゐ
る
。 

*

.「

去
ル
八
日
兵
庫
湊
川
邊
泣
何
者
歟
多
人
數
相
集
、
竹
！

I

等

相

用

、

.
市

中

及

亂

妨

二

付

.
、

門

所

勤

#

所
^

警
衞
人
數
之
內
、
加
勢
差 

ぼ

s

g

w

、
g

.

L

^

i
A .
I '
^ :

、
其
餘
之
人
數
須
磨
は
陣
墨
、
馨
人
數
一K

々
J

要
ず

る
に
沿
海
饕
備

に
當
つ
て
ゐ
た
諸
侯
の
武
士
に
か
な
り
の
動
搖
を
與
へ
た
や
ぅ
で
あ
る
。
右
の
報
吿
を
見
て
も
解
る
や
ぅ
に
、 

一
揆
の
跳
梁
に
か
な
り
て
こ
ず
つ
て
ゐ
た
様
子
が
見
ぇ
る
。
恐
ら
く
場
所
柄
で
あ
り
、
又
時
期
も
惡
か
つ
た
か
ら
一
辭
狼
狠
し
た
の
で 

.維
新
直
前
5

け
る
百
姓
I
s
馨
 

、一
o
九

(

八
九
九)



維
新
直
«
に
お
け
る
：百
8

睽
の
|

#

ニ o

 

C

九
：
0

8

あ
I

。「

大
阪
市
犯」

'
に.「

十
四
日
I

動
は
將
軍
の.
耳
朶
にI,

せ
し
如
く
し(

九
四
一
頁)

と

あ
為
が
、上
述
の
如
き
事f

達
す 

る
方
が
當
然
で
：あ
0
た
ら
ぅ
0 

.

:

;
.
:
:

■
•
.
.
.0
6.
靈

.國
伊
奈
郡
飯
田
■-

-
 

こ

の
騷
f

翦

.の

.も
の
と
同
じ
く
慶
應
元
年
で
、

一

:

ヶ
月
.ば
.
.か
り
後
れ
：、

五
月
十
.七
日
の
'こ
と
で
あ
る
。
原
因
は

次

ぎ

祟
す 

力

I

來
價
騰
貴
で
あ
.
.る
が
、「

上
伊
那
郡
史J

に
依
る
.と
、「

簾

元

年

五

、
月

十
七
日
、

一
般
洪
水O

此
め
時
西
岸
券(

飯
島
村)

朱
印
地
. 

大
島
田
畑
悉
く
流
失
す」

と
|

(

六
九
一
，頁)

。
f

 

く
前
'の
月
の
か
ぅ
し
た

資

が

こ
の
；騷
動
の
.遠
因
を
な
し
て
ゐ

た
の
で
あ

ら

ぅ

。 

「

関
五
月
信
州
飯
田
.堀
石
見
守
管
域
孟
在
町
共
、
議
高
直
ニ
付
同
月
十
七
日
多
人
數
簾
い
色
打
冑
ロ
左
之
通
り

信
州
®
奈
郡
飯
田
領
柱
町
窮
民
徒
黨
之
者

凡

千

蕃

人

(

凡
千
五
六
百
人
程)

穀

渡

世

飯

田

大

捞

丁

紙(

綿)

屋
五
，郞
兵
衞 

，
.
白

木

屋

，

某

.

,

. 

, 

. 

■

■

中

村

.屋 

某 

.

: 

綿

.屋

峯

吉

夂
.保
屋
吉
左(

右
#1
門 

綿

屋
 

某 

坐

坂

屋 

某 

山

本

屋 

某 

同
富
山
町(

震

町)

丸
太(

田)

屋
®
菊)

三
部

同所
田町

' 

阏所
池田
町

同
本
S
C
ニ〕

丁
目
紙
醫
武
左
若

)

衞門
;

. 

. 

:
湊

.

.

.屋爲
三
：郞

同知久保町叶屋

 

某
 

同樱木町贰丁目嶋田屋伊助

パ

： 

同三丁目丸太

(

田)

屋
甘
木

• 

. 

間新町

.，
m

-

屋.
.淸助

: 

嶋田屋半右衛門 

X

拾
九
人
外
二
三
軒(

丸
田
屋
名
前
不
知
、屋
號
不
明
與
三
郞
、島
田
屋
半
左
衞
門)

か
穀
屋
<b
'
i
i
l類
買
P
昨
ニ
付
、
笊
小
賣
百
文
二
付(

七)

八
合
程
い
4
し
居
办
處
.
俄

-
四
合
五
夕 

>ー
直
段
引
上
ヶ
㈧
二
付
、
窮
民 

と
も
信
州
令
宮
川
原
泣
屯
致
^
間
、
地
頭
役
人
^
城
下
町
人
共
を
召
連
取
鎭
可
申
旨
致
出
役
、
利
解
申
聞
㈧
得
と
も
、
聞
入
不
中
、 

同
日
暮
六
：時

合

圖

ニ
^
十

一

手

！！
.分
レ
、
达
域
下
祐
町
と
も
前
書
名
前
.穀
屋
共
、
暫
時
之
間n

打
倒
し
、
右
之
內
島
田
屋
半
右
衛
門 

怪
我
い
^
し
^
、
右
t
當
月
廿
四
日
、
飯
田
出
立
之
者
着
府
之
處
、
鎭
靜
不
相
成
由t

i

申
聞
^
、(

且
窮
民
共
今
以
、
今
宮
河
原 

ニ
，屯

致

居
^
趣
ー
1御
座
ゅ
}」

こ
の
.騷
動
に
つ
い
て
は
二
種
の
寫
が
あ
る
。
大
體同

！
！

で
あ
る
が
、
字
句
に
相
違
が
あ
る
。
今
名
前
と
、
そ
の
外
主
な
點
だ
け
異
同 

を
記
し
て
®
い
た
。
括
弧
內
の
も
の
，が
異
寫
の
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
幕
府
に
對
す
る
報
吿
で
は
な
い
9
で
、
型
に
は
ま
つ
て
な
く
、
や 

、
簏
相
を
伺
ふ
に
足
り
る
。 

、

以
上
ニ
つ
が
慶
應
元
年
の
分
で
、
以
下
慶
應
：ニ
：年
に
入
る
。

維
•新
.直
前
に
お
け
る
，百
.姓

一

揆
の
報
吿
：

 

1

ニ 

(

九
0

1〕



維
新
ま
前
に

.

お
け
る
茛
姓
ニ
揆
の
.報
隹 

一

一

こ

(

九
〇

.

.

,

.'(

四)

，
上
總
國
望
陀
郡
木
更
津
村_  

‘ 

/
.

慶
應
ニ
年
五
月
十
七
日
、
丹
羽
左
京
大
夫
の
御
頊
所
に
起
っ
た
事
件
で
あ
る
。
丹
羽
氏
は
長
國
、
奥
州
安
達
郡
ニ
本
松
の
城
、壬
、
拾 

萬
七
百
右
の
大
名
で
あ
名
。
原
因
は
前11

者
と
同
じ
く
米
價
高
直
に
っ
い
‘て
穀
屋
を
打
毀
し
た
.の
で
あ
る
。
舟

羽

氏

の

砠

^

は
次
ぎ
の 

如
く
で
あ
る
0

「

左
京
火
夫
该
領
所
、
上
總
國
望
陀
郡
木
觅
津
村
小
前
之
者
共
、
去
月
十
七
日
夜
、
同
村
最
寄
之
場
所
ね
大
勢
相
集
、
村
內
丼
吾
襄 

村
穀
屋
共
贰
十
軒
打
毀
之
、皆

、
村

役

人

注

進

.申

出

^.11

付
•
早
速
富
津
詰
役
人
致
出
張
、
夫
t
相
钆
卟
處
、當
節
柄
米
價
高
直
二
付
、 

榖
屋
共
少
/，
行
違
之
廉〜

事
起
り
、
亂
妨
致
し
^
得
共
、
最
早
及
鎭
靜
、
尤
怪
俄
等
無
之
趣
、
陣
屋
詰
之
者
^
申
越
外
處
、
當
節
柄 

之
儀u

も
t
e
座
昨
間
、
此
段
&
屆
申
上
办
、
以
上
：
 

.‘

六

月

朔

日 

丹
羽
农
京
大
夫
留
守
居

.

、
 

/ 

,小
.澤
' 

長

.右

衞

門

し

’

預
所
と1K

ふ
の
は
幕
府
の
所
領
で
は
あ
る
が
、
諸
藩
に
統
治
せ
し
む
る
土
地
で
、
諸
侯
が
幕
府
の
郡
代
や
代
官
の
代
り
に
家
來
を
遺 

し
て
吏
配
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
X
に
陣
屋
詰
と1K

ふ
の
は
そ
れ
を
指
す
。
か
く
私
領
に
起
っ
た
事
件
で
な
い
の
で
届
出
た
も
の
で 

あ
ら
ぅ
。

(

五)

河
內
國
安
宿
郡
國
府
村

.慶
應
二
部
五
月
廿一

日
頃
、
同
じ
く
泶
價
騰
貴
が
そ
の
原
因
と
思
は
る
X
騷
動
が
、
天
領
で
あ
る
上
記
の
場
所
に
起
つ
た
。
安
宿
郡 

は
今
の
南
河
內
郡
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
が
、
國
府
村
が
何
れ
に
當
る
か
判
明
し
な
い
。
恐
ら
く
後
€>
道
明
券
村
大
字
國
府
に
當
る
の
で
は 

な
い
か
と
思
ふ
®

:
代
官
多
羅
尾
主
税
は
直
ち
に
隣
雜4

州
眾
郡I

が

(

今
の
衆
北
.郡
伯
太)

の
領
主
禮
邊
丹
後
守
章
綱
に
援
兵
を
求
め
た
。
渡
邊
氏
は 

1

萬
三
千
石
餘
の
小
大
名
で
あ
る
。
そ
の
文
坷
に
享
保
度
の
規
定
を
#
出
し
て
催
促
し
て
ゐ
る
と
.こ
ろ
は
瓯
白
い
と
思
ふ
。
先
づ
最
初 

に
多
羅
尾
氏
の
救
援
0
書
面
を
揭
げ
る
0 

、

「

以
剪
紙
致
£
^

昨
、
然
t

拙
苕
ほ
代
官
所
河
州
安
宿
郡
國
府
村
小
前
之
者
共
凡
人
數
千
人
程
申
合
、
村
役
人
又
爾
立
办
も
の
共 

か
ロi

l:
n

、
1l:

i :
9 ,
ぬ
！
^

！5、

あ
{! ,
亂
妨
、
不
取
鎭
ゅ
由
、
此
節
村
5
爲
取
締
廻
村
中
付
置
昨
手
代
共
*
^
注
進
申 

越
外
間
、
达
人
數
早
ミ
差
出
は
取
鎭
は
座
^

様
存
外
、
尤
右
之
趣
江
戶
大
坂
は
勘
定
所
丈
勿
論
、
夫
5
其
筋
V2
申
上
㈧
義

ー

座

 ̂

間
、
急
速
は
人
數
は
差
出
有
之
^

樣
存
昨
、
右
t
^

料
所
村
ミ
之
者
共
徒
黨
及
强
訴
办
節
、
最
寄
諸
家
^

人
數
差
出
取
鎭
方
之
義
、 

享
保
之
度
被
仰
出
之
趣
改
座
卟
間
、
穷
此
段
申
達
昨
義
一
一
は
座
^
、
以
上
、

五月.
サ一日

 

、多羅尾主税

渡
邊
丹
後
：
守殿

役
人
中

.

猶
以
本
文
之
事
件
*

柄
之
義
、
.追
ミ
外
村
?2
狎
栘
昨
泠
{
不
容
易
義
ー
一
付
、

一
刻
も
早
ミ
^

人
數
は
差
出
は
取
扱
有
之
昨
様 

存
外
、
以
上
、」

渡
邊
氏
の
出
し
た
援
助
の
人
數
は
左
の
幕
府
へ
の
屆
書
に
依
っ
て
明
か
で
あ
る
。

「

一
去
月
卄
ニ
日
瞟
处
ノ
中
刻
頃
、
b

代
官
多
羅
尾
主
税
様
，
私
在
所
、
衆
州
伯
太
表
家
來
共
^
、
別
紙
之
通
申
來i

：

一一
 

付
、
同
日 

不
取
敢
河
州
安
宿
郡
國
府
村
邊
V2
差
出
㈧
人
數
左
之
通 

一

骄

頭 

壹

騎

維
新
直
前S
け
る
苗
姓.5
の
報
告 

.
一一.

三

C

九
〇
三

)



維
新
盎
§

け
る
s
:
l
f
報
肯 

.H

四

(

九o

四)

1
:

物

頭

：
 

同

：：
'

一
.；.使
.
.
.
骄 

，

：

同

，

■ )

；：
士

：
.：.分
.

.

-

' 

二
十
人 

'

'

.

.，

_ 1

.
醫

.
师

■

.

•

:
.人

.

.

.
：

...

1

鐵
炮
小
頭
：
 

贰

人

，；

■
1

.
小

役

-A
十
豐
人 

,
1

'

1

足

輕

： 

' 

:

拾

人

.

：

i

若
黨
小
者
.
 

艽
拾
五
人 

右
之
迎
彼
地
家
來
之
も
の
彳
申
越
昨
間
"
主
税
達
書
寫
相
添
、
此
段
先
^
屆申上昨、以上、

六
月
四
日

 

邊
丹
後
守

」

■
 
'
1(

六)
.

武
藏
國
河
越
宿
.
 

.

慶
應
二
..年
に
起
つ
た
暴
動
の
內
で
最
大
な
も
の
は
恐
ら
く
以
下
に
述
ぶ
.る
秧
父
を
中
心
と
す
る
.一
聯
の
一
於
で
は
な
い
か
と

思
ふ
。 

今
最
初
に
こ
、
に
揭
ぐ
る
松
平
大
和
守
直
克-

拾
七
萬
石
の
城
下
河
越
附
近
に
起
っ
た
六
月
中
句
の 

一
^
も

そ

の

一
部
の
餘
波
で
あ
る
。 

唯
こ
の
報
吿
の
日
附
が 

一
#
古
い
か
ら
暫
く
別
項
に
し
て
最
初
に
揭
げ
た
ま
で
で
あ
る
。
大
和
守
の
■

の
第
一
は
六
月
十
五
日
付
に 

な
つ
て
ゐ
る
が
、
確
實
に
は
解
ら
な
い
°
こ
れ
に
は
寫
が
二
通
あ
る
が
、
次
ぎ
に
示
す
や
ぅ
に
そ
の
異
同
は
先
例
に
從
つ
て
括
弧
に
人 

れ
て
.置
い
た
o
そ
れ
に
依
る
と
こ
の
地
方
の
骚
動
は
六
月
十
彐
日
に
始
ま
っ
た
や
ぅ
で
あ
る
0「

蹵
岡
町
史」

五
七
頁
に
、「

秧
父
郡
吾
野

村
、
名

舞

蚤

產

下

多

S

成
木
鄕
Q

8

が
簾
し
て
し
、

-I

ハ
月
士
二
日Q

夜
飯
能Q

米
醫
を
襲
ひ
嚣
を
以
.て

家
屋
を
破
壞
し
た」

と
あ
る
の
が
そ
.れ
で
あ
る
。
報
告
の
日
付
は
文
中
の
昨
十
五
日
に
從
へ
ば
十
六
日
の
喾
で
あ
る
。

.「

大
和
守
川
越(

宿)

胶
寄
、
武
州
飯
能
村
河
原
^
、
當
十
三
日
縢
、
何
者
不
相
知
诎
艽
拾(

四
五)

.人
相
集
、(
民)

家
打
毀
、
夫
Z 

扇
町
谷
澤
邊
致
亂
妨
昨
皆
相
聞
办
付(

間)

、
不
取
敢
右
最
寄
ね
、
猶
又
咋
十
五
わ
當
畑
村
-
德
間
村
邊
技
押(

推)
移
リ
、
民
家
及
亂 

妨
办
趣
二
付
、
迅
速
取
締
增
人
數
手
分
ヶ
差
出
办
處
、
領
分(

村)

宗
倉(

關)

村
ね
狎
掛
來±

間(

1
付
：

T

右
人
數
差
向
^
處
、
忽
及 

散
亂(

散)

外
得
共
、
猶
何
方
ね
潜
越
昨
も
難
斗
阼
間
、
取
斗
向
嚴
重
?

)

申
付
(1
、
此
上
.召
捕
方
を
始
、
精
ミ
申
付
、
時
宜
寄
發 

炮
致
取
鎭
外
趣
_
付
办
皆
、
在
所
家
來
之
者
ぶ
申
越
昨
、
此
段1.

應
は
聞
入
置
^
様
、
大
和
守
申
付
.外
、
以
上
、

六

月

十

五
.

.
 

松
平
大
和
守
內

.

,
.
 

岩

倉

彌

右

'衞
門

U-

右
地
名
の
內
當
畑
村
は
南
畑
村
、
宗
倉(

關)

村
は
宗
岡
村
の
こ
と
か
と
思
は
れ
る
。

:
,

'
さ
ら
に
六
月
卄
日
付
の
報
吿
が
あ
る
。
そ
れ
に
依
る
と
、
十一

日
と
十
八
日
と
に
屈
出
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
さ
う
す
る
と
前
の
十 

五
日
又
は
十i

ハ
日
の
届
書
と
日
附
が
全
然」

致
し
な
い
。
匆
卒
の
間
の
誤
り
か
と
も
思
ふ
が
、
少
な
く
と
も
卄
日
の
屆
出
前
に
ニ
囘
屆 

出
た
の
で
あ
ら
う
が
、.一

つ
の
分
は
不
明
で
あ
る
。 

.

「

去
ル
十一

m
、

一
昨
十
八
日
^
追AZ

は
届
申
上
^
大
和
守
領
分
川
越
最
寄
^
相
集
、
致
亂
妨
办
徒
黨
之
者
共
爲
取
締
、
夫

？
)2
手 

-

分
：

〔

人
數
差
出
、
發
炮
或
文
手
强
く
取
詰
^
處
、.領
分
最
寄
追
ミ
及
退
散
办
旨
-
領

中

民

家

打

毀

^
軒

數

丼

徒
黨
之
盏
共
之
內
討
取 

.又
文
坐
捕
^
人
數
等
之
儀
、
取
調
之
上
、
追
资
可
中
上
、
尤
右
徒
黨
之
絜
此
後
立
戾
、
及
暴
行
外
哉
も
難
斗
ニ
付
爲
取
締
差
出i

：

人 

.數
{
其
儘
無
油
斷
相
圖
罷
在
办
段
、
在
所
表
家
來
之
者
，
申
越
昨
、
此
段
申
上
办
樣
火
和
守
中
付
昨
、
以
上
、

〈

維
新
直
前
2
お
け
る
瓦
姓
ー
：揆
の
報
齿 

.
 

.
 

>
 

1
1

五

(

九
0
五〕



.
 

維
新
遒
前
，に
：'お
..け
，る
有
姓
ニ
揆
の
報
齿

•
l

r '
l

ハ
'
.
K

 

.
介

'.
.

;J
T

T
V

:;

„
v 

-

■'
•

■'
'.
.

.

.

.，へ
'

.
 

V 
岩

'#
.彌
：右

衞

門 J  

..
 

即
^
强
腿
手
段
'に
依
：つ
て
_
己
'の
領
分
か
ち
は
驅
逐
し
た
.の
'で
あ
つ
た
。
：

「

.
：

へ
'
'
;
.
:
.
:
:
.
ん
七
.>
'

武
藏
國
秧
父
»

い
:̂
:'
:

;

i 

:
前
：述
.0
如

:<
川
越
の
騷
動
が
秧
父
郡
0
餘
波
で
あ
る
こ
と
は
、
次
ぎ
の
六
月
十
六
日
付
と
思
は
る
、
報
告
書
に
衣
つ
て
も
推
察
す
る 

こ
.と
亦
5
:,來
る
:0

之
の
®

に
^4

ば
暴
動
の
日
は
十
五
日
に
な
つ
て
^

る
が
、前
掲
の
分
に
は
十|

一
 |

日
腾
と
あ
る
。
林
有
章
氏
のr

幽 

#
閛
薇」

：.に
'は
，

「

慶
應
.ニ
年
の『

.打
毀
し』

'襲
來
の
實
況」

と
沄
ふ
項
に
は「

六
月
十
三
.日
外
换
父
の
名
栗
、
吾
野
に
起
つ
.た
沄
<」 

(

九
頁)

と
さ
れ
て
ゐ
る
°

、
. 

：

「

急
紙
を
以
御
屆
申
上
外
、
就
文
秩
| '
山
入
家
共
之
|:、
人

念

、
.お

| :
1 :
1 '
1 :
、
|
-

^ :
0>
ぼ

影

ハ

^>
.| : 

毀

、
今
十
六
日
甲
州
道
中
布
，田

宿

邊

V2
構
へ
、
夫
^
横
濱
表
ね
韶
越
办
趣
、
溝
ロ
持
役
人
其
外
^
夫

5
申

越

候

間

、
此

段

^

內
達
申 

卜
：
办

、
，
且

咋

十

五

日

.夜
彳
玉
川
通
渡
船
^|
上
ヶ
、
.通
船
差
留
方
手
配
仕
办
得
共
、
多
人
數
之
儀
、
萬
一
押
被
破
昨
節
i
、
は
防
方
被 

成
下
^
機
^
取
斗
泰
願
上
^
、
旦
又
巨
細
之
儀V

此
苕
ぶ
御
聞
取
被
下
外
、
以
上」

こ
の
報
吿
が
何
人

.

の
手
か
ら
出
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
神
奈
川
奉
行

©

手
を
經
て
、
本
多
相
模
守
家
來
の
手
に
寐
つ
た
こ
と
は
左

. 

の
屆
書
に
記
さ
れ
て
あ
る

。

.

，

「

昨
士
ハ
日
神
奈
川
奉
行
彳
武
州
戶
郡
町
暗
闇
坂
關
|:詰
家
來
之
者
鉍
別
紙
寫
之
通
相
渡
、
猶
又
嚴
重
相
固
昨
様
達
有
之
办
段
、
彼 

地
詰
0

之

诸

汐

申

越

候

、
然

ル

處

同

氏

伊

勢

守

私

爲

名

代

、
御

進

發

御

供

被

仰

付

^

一一

 
付
、
近A

/

登
坂
爲
仕
卟
間
* 
'增
人
數
等
差 

.'出
兼
申
猴
、
此
段
御
聞
置
可
被
下
怀
、
以
上
、

1
:
I

六

(

九
.

〇
六)

.

松
平
大
和
守
家
來

.

.

d

六

月

十

七

：日

. 

本

.

多

相

模

守

」

そ
こ
に
別
紙
と
あ
る
の
は
前
揭
の
も
の
で
あ
る
が
、
黎
徒
が
橫
濱
に
赴
く
形
勢
が
あ
る
と1K

ふ
の
で
、
急
遂
神
奈
川
奉
行(

當
時
の 

奉
行
、
早
川
能
登
守
.，
と

小

笠

原

筑

後

守

)

に
そ
の
手
配
を
命
じ
た
の
で
、
戶
■部
町
の
暗
闇
坂
の
關
門
を
守
つ
て
ゐ
た
本
多
相
糢
守
の
家 

來

に

通

達

；し
た
の
で
あ
ら

.ぅ
。
然
る
に
相
模
守
助
實
の
嫡
子
伊
勢
守
助
成
が
長
州
征
伐
の
た
め
將
.軍
に
從
つ
て
進
發
す
る
こ
と
に
な
つ
，

 

て
ゐ
た
？
そ
こ
で
人
數
を
增
し
て
關
門
を
一
蜃
嚴
守
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
旨
を
陳
述
し
た
CD
.で
あ
るo  

し
か
し
慕
府
は
す
で
に
六
月
十
六
日
に
"
前
揭
の
松
平
大
和
守
の
外
、
武
州
忍
の
城
主
松
平
下
總
守
忠
誠(

十
萬
：心)

、
上
州
高
崎
の 

城
主
松
平
右
京
.亮
輝
照(

八
萬1.1

千K
0
、

.上
州
館
林
の
城
主
秋
元
但
馬
守
禮
朝(

六
萬
石)

、
武
州
岡
部
の
領
主
安
部
i

守
信
發(

ニ 

萬
右
餘)

に
そ
れ
ぞ
れ
次
ぎ
の
如
く
布
達
し
た
。 

•

「

武
州
秩
父
邊
ね
農
民
共
徒
黨
致
し
不
■(

之)

趣
も
相
聞
外
間
、
時
宜
ュ
寄
人
數
差
出
昨
儀
、
彼
地
出
張
之
步
兵
頭
並
河
津
駿
河
守 

Z
相
達
办
儀
も
可
有
之
^
間
、
幾
荀
其
段
相
心
得
罷
在
±
樣
、
宅
鉍
銘
ミ
家
來
呼
可
達
事
、」

.か
く
近
邊
諸
藩
に
萬一

の
用
意
を
.命
じ
た
ば
か
り
で
な
く
、
幕
府
は
W
三
使
者
を
派
遺
し
て
、
そ
の
.情
勢
を
知
ら
ぅ
と
し
た
。
次
ぎ 

の
三
づ
の
文
書
は
.何
れ
も
使
者
‘へ
の
令
狀
で
あ
る
。
幕
府
の
當
局
者
が
如
.何
に
こ
の
事
件
を
.重
大
視
し
た
か
が
推
測
出
來
る
。

「  

御

使

都

多

賀

靱

負

竹

中

万

嘉

藏

武

州

秧

‘父
那
農
民
共
多
人
數
徒
黨
不
穩
趣
ニ

 

.付
、
甲
州
撕
道
は
代
皆
江
川
太
郞
左
衞
門
手
附
手
代
共
出
張
罷
在
昨
場
所
迄
.
急
^

J
,

越
、
：同
人
手
'

a

资
召
捕
討
取
等
働
之
次
第
'
彼
地
之
模
様
：巨
細
承
り
可
被
^
聞
^
事
、
，
.'
;

し 

「  

.御
使
#

近

藤

作

左

衞

門

；

維
新
®:
前
に
お
け
る
百
她
一
揆
の
報
街

 

. 

.1
.1

.
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$

3

七〕



維
新
逛
前
に
お
け
る
百
烛
ー
揆
の
報
吿
'

r'
i 

(

九
b
L
ノ

-

.

押
«

藤

左(

衛

門
.

'

武

秧

父

莉

農

民

共

多

人

數

徒

黨

不

靈

“
r

付
、
板
橋
通
中
山
道
熊
ヶ
翁
出
張
、
步
兵
頭
並
河
津
駿
河
守
所
运
、
急
速
熊
越
、 

彼
地
之
揽
樣
E

細
承
り
可
被
_

聞候事六月屮

<
;日
持
歸
：

ソ

.
,
, 

.

. 

寄

合

花

M

近

f t
守

, 

.

.
富

田

,
繼

太

.
郞
：
 

武
外
秧
父
郡
農
民
共
多
人
數
徒
黨
不
穩
趣
ニ
付
、
上
州
岩
鼻̂

陣
屋

^

馨
衞
被
仰
付
候
間
、
同
所
ね
、家
來
差
出

^

樣
H r
.

仕
候
、
爷 

細
'

之
儀

t

同

所

關

東

郡

代

木

村

甲

斐

守

可

被

談

昨

■■
'

: 

:
.

十
九

I

歸

同

夕
.
-

..

.

. 

:

 

'

.

•

.

し 

か
く
幕

.

府
が
こ
の
騷
動
を
重
鱗
し

'

て
ゐ
た
の
で
あ
，る
か
ら
、「

續
德
川
實
紀」

な
ど
に
何
等
か
の
記
述
は
な
い
か
と
思
つ
て
檢
し
て
見 

た
が

.

、
ー
こ0

日
の
項
に
は
一
言̂

費
し
て
ゐ
な
い

0

 

,

前
述
の
如
ぐ
慕
府
は
：近
邊
の
諸
藩
に
指
令
し
て
.置
い
た
の
で
.
あ
る
が
、
艰
ん
て
暴
徒
は
何
れ
も
各
藩
の
領
分
に
侵
入
し
た
0

今
そ
の
. 

報

齿

の

存

す

，
る

も

の

を

順

次

に

紹

介

し

て

.
置

く

 O

:
.
「

先
達
珍
御
屆
申
忐
武
州
秩
父
邊
徒
黨
之
農
民
共
、
私
領
分
同
州
新
庄
郡
野
火
此
最
寄
及
亂
妨

㈧
間
、

一
隊
之
人
數
差
向
論
、 

】、T
t

丄;0
夜

^
町

泣
>#
4
數
押
寄
昨^ 1
聞
一
一
付̂
配

致

し

相

深

、
鐘
太
鼓
打
な
ら
し
領
❖.境
ね
亂
人
之
^

一一

 
ゐ
.
あ
ム
あ 

.雲

し

.㈧間

不

得
-

=
；

事
强
此
方
も
及
發
炮
外
處
、
速

！ー

^ ,
亂
致
し
1
、.乍
然
領
分
外
所
、ぐ
不
穩
趣
、
出
^

來̂
共
々
申
越̂
間
、 

猶
人
數
一
隊
差
向
申
昨
、
此
段
御
屆
申
上
外
-
以
上

.

六

月

十

八

日，
■ 

■ 

核

平

右

^

亮」

「

私
相
所
武
州
岡
部
陣
屋
邊
ね
暴
民
多
勢
相
集
、
所

之

及

亂

妨

風
聞
ニ
付
、
,兼
あ
被
仰
渡
±.趣
も
は
座
±
間
*
人
數
手
配
仕
置
昨 

處
、
上
州
岩
鼻
御
陣
屋
,
人

數
出
之
懺
達
：有

之

卟

間

、
直
こ
ー
去
ル
十
九
日
騰
ノ
中
山
道
本
法
宿
^

人
數
操
出
卟
旨
ぺ
在
所
家
來
之
者 

,
，

申

越̂

、

尤

岡

部

陣

屋

別
^
人
少
之
儀
よ
も
は
座
昨
間
、
增
人
數
愛
元
/
所

？
校
今
朝
差
立
申
^
、

此

段

は

屈

申

上

^
、

以
上

:
■'

■
六

月

'̂
-—
•
日

■-
,
:安

-
部

；»
' 

潘

守
」

J

武
州
村
5
農
民
と
も
大
勢
致
徒
黨

•

-

所
V
打
毀
、.
旣
ーI

上
州
藤
_
町

、
は

も

追
:
押
參
vh
由
注
進
一
一
.仏
' 
右
爲
取
鎭
方
岩
鼻
は
陣
屋 

、以
向
、

早

之

人

數

差

出

1̂
様
、
關
東
^
郡
代
木
村
甲
斐
守
ぶ
往
所
表
家
來
之
者
迄
申
越
卟
間
、
即
刻
左
之
通
人
數
操
出
申
^
、

番

滿

，贰

騎
 

鐵

炮

頭

一

騎
 

大

筒

方

三

人

..

:

■醫

師

fe
入
ン
：徒
.
目
付
一
人

 

大

筒

方

手

附

三人 

:

賄

役

..

豐

人

.

，
鐵

炮

頭

附

添■
十

五

人，

先
.手小頭.豐人
 

.

同
足
輕
_

三
十
人
，

贿

所

帳

付

.
一

人 

下
..

目

.

付

：：
費

人

.

お
之
通
.ニ
は
座
±
丨
以
上
'

六

月

サ

一

日
 

秋

力

但

馬

守

」

上
野
國
に
波
.汲
し
，た

秩

父

の

一

揆

は

ど

0
程
度
の
被
害
を
與
へ
た
か
1
瞭
で
.は
な
い
0「

群
馬
縣
史」

に
は
そ
の
第
三
卷
に
慶
應
四
年
、 

即
ち
明
治
元
年
の「

打
毀
し」

騷
動
に
っ
い
て
は」

節
^
設
け
.て
あ
る
が
、
慶
應
ニ
年
の
事
件
は
全
く
見
當
ら
な
か
っ
"た
。

こ
の
.秧
父
農
民
'一
揆
が
遼
原
の
火
の
如
く
燃
え
廣
が
っ
て
ゆ
く
狀
態
は
、
常
に
か
う
し
た
不
安
動
播
期
の
騷
動
の
特
徵
と
見
て
も
よ 

い
と
思
ふ
。
恐
ら
く
こ
の
.，騷
動

も

米

價

幷

び

に

物

債

騰

貴

に

依

っ

て

惹

起

さ

れ

た

も

の

と

見

て

よ

か

•ら
う
。
幕
府
は
他
方
遠
く
防
長
征 

时
に
多
事
な
際
、
關
珉
に
お
ゐ
て
か
X
る
騷
動
が
惹
起
し
た
の
で
、
特
に
重
大
視
し
た
の
で
あ
ら
う
。

維
新
直
前
に
’お
.け
る
百
姓
'

1

揆
9
報
傺 

1
.

一

九

(

九
o
九)



維
新
直
前‘に
お
け
，るs
.
l
f
報
告
- 

二
：一

a：(

み
•〇)

:
:

:
:

:
(

八)

.；
武

藏

國

高

麗

郡

飯

張

村

.
^
^
^
^
^

右

の

秧

父.

1

?

時
を
同
じ.う
し
て
、
慶
應
一一

年

方

？

g

日

に

高■
郡
に
打
毀
し'
I
つ
た
P
こ
れ
が
.秩
父5

と
關
係
あ
る
も 

の
.：で
あ
：る
か
如
何
か
は
不
明
で
あ
る
。
■

.こ
の
年
の西
月
I

f

相

續

ル

|

主

の黑
田
筑
後
守
直
養
は上
總

國

參

里(

三
萬
石)  

の
城
主
で
I

か
ら
、
こ
れ
は
飛
地
で
I
.
う
。
そ
の
馨
に
依
る
と
、
全
べ
獨
立
§

動

零

飯

f

今
は
入
間
郡 

で
あ
る
が
、
食
時
は
髙
■麗
郡
で
あ
る
か
ら恐
ら
く
同|  

Q

も
の
'で
あ
ら
う
.。飯
張
村
S

所
は
何
處
か
未
だ
考
へ
得
な
い
。

「

囊
分
武
州
高I

飯
張
村
ね
去
ル
十
四
日
膘
七
時
？

最
寄
證
村
差
拾
ケ
村
程
、
百
姓
共
人
數
凡
贰
千
人
サ
相
集
， 

久
下
分
村S

國
三
郞
I

者
を
始
、
疆
村
又
右
衛
門
、
同
村
半
兵
衞
同
淸
兵
衞
、
.
右
四
軒
居
宅
土
藏
打
毀
及
亂
妨
、
夫
，̂
隣

利

押

行

所
$
亂
妨
仕
办
趣
、
村5

訴
出
外
付
、
爲
取
鎭
役
場
詰
家
來
之
者
共
出
張
仕
外
趣
申
越
昨
、

追
，，

取
調
昨
得
共
、
異
變 

之
儀
ニ
付
先
不
取
敢
此
段
は
屆
申
上
办
、
以
上

黑

田

筑

後

守

」

(

九
.

)

奥
州
信
夫
郡
福
嶋
'.•

前
仲
と
同
じ
く

慶
應一

5

ハ
月
十

音

頃

，
窝

國

望

郡

か
g

に
：物
價
騰

貴

Q

た
め
一

挟
が
起
り
、
そ
れ
が

板
倉
甲
斐
守
勝
尚
の 

居
域
福
嶋(

三
萬
石)

に
.

波
及
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の

騷
動
は「

ニ
本

松
藩
史」

に
依
れ
ば
、

使
達
郡

金
原
田
村
八
郞
と

云
ふ
者
が
、

同 

財

長
岡

：
^

天
王
市
Q

H

と
し
て

_

を
起
し

.

た
と
：さ

れ

て

ゐ

る

が(

馨

5

0

九
頁)

、勿
論
そ
れ
ば
か
び
で
は
な
く
、

一
 

般

「

罃
分
奧
州
信
夫
1

嶋
齋
去
十
七
日
朝
、
桑
f

代
官
川
上
猪
5

篇

Z

S

一
 

窆

趣

J

、
多
人
數
棄
桑
折
宿
其

外
打
毀
、
同
所
陣
屋
へ
も
打
入
可
.申

樣

子

一

一

付

、

.如
勢
人
數
果
る
差
出
吳
^
樣
申
越
^
.11.

付
不
取
敢
在
合
之
人
數
差
出
、
夫
ミ
鎭 

靜
方
取
斗
^
處
、

如
何
ム
，
も

多

人

數

之

事

、
何

分

u  

4
鎭
撫
方
木
行
屆
办
得
共
、
先
桑
折
陣
屋
ハ
種
ミ
理
解
申
諭
、
納
得
^
様
子
二 

资
'*
3!拂
外
/
然
ル
處
猶
又
福
嶋
城
下
之
方
へ
屯
集
之
様
子
も
相
見
へ
、
其
外
所
ミ
村
ミ
集
屯
之
趣
も
有
之
•
精 

>鎭
撫
方
取
斗
、
猶 

夫
ミ
手
配
罷
在
外
處
、
.歎
願
之
趣
も
有
之
㈧
哉
二
㈧
得
共
、
多
人
數
事
實
不
相
分
、
急
二
鎭
撫
も
不
行
屆
uh
內
、
福
嶋
城
下
入
ロ
須 

川
向
川
原
一i

數
千
人
集
屯
韶
在
、
銘
ミ
勝
手
自
儘
之
事
斗
申
立
、
存
內
鉍
浮
浪
人
も
人
込
有
之
哉
甚
不
穩
趣
、
家
來
之
苕
費
人
咋
朝 

出
府
申
聞
外
付
、
不
取
敢
江
戸
表
家
來
共
爲
鎭
撫
差
向
中
^
、
委
細
之
儀
モ
追
珍
取
調
之
上
御
屆
申
上
外
得
共
、
不
取
敢
先
此
段
は 

屆
申
上
±
、
以

上

' 

:

六
、
丹
甘
三
日 

■板

，.倉

甲

斐

守

」

こ
の
報
街
書
の
日
附
を
見
る
と
、
そ
の
發
生
後
九
日
目
に
當
る
。
そ
の
'間
に
暴
動
は
信
夫
、
'伊
達
兩
郡
に
百 

1
0て

茜

し

い

#

^

的

行
 

動
を
な
し
た
ら
し
い
。
■前
掲「

ニ
本
松
藩
史J

に

H信
達
騷
動
出
兵
の
事」

と
し
て
.詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
そ
と
に

|«
兵
の
事
と
あ
る 

の
は
ニ
本
松
藩
丹
羽
左
：京
火
夫
の
出
兵
、
を
指
す
。

幕

府

は

松
，系
陸
奧
守
慶
邦
.(

仙
台
藩)

を
始
め
と
し
て
、
■前
記
の
板
倉
、
丹
羽
兩
侯 

€>
外

、
三
春
の
，域

生

秋

田

万

之

助

(

五
萬
.石)

及

び

中

村

，
の

.城
主

相

馬

：因
幡
守
季
胤

.

.

C

六
萬
石)

に
そ
れ
ぞ
れ
出
兵
を
命
じ
.て
ゐ
る
，。 

松
平
陸
奧
守
に
與
へ
た
指
令
書
は
次
ぎ
の
如
く
で
：あ
る
。

ン

.

「

奥
州
伊
達
郡
信
夫
郡
之
‘內
農
民
騷
立
、
徙
黨
亂
妨
0
ー)

お
.ょ
ひ
^
趣
相
聞
^
間
、
國
許
在
合
人
數
差
出
鎭
靜
办
様
可
仕
砟
、
尤
丹 

羽
左
京
大
夫
、
相
馬
因
幡
守
•
秋
田
万
之
助•

板
倉
帀
斐
守
^
も
相
達
外
間
、
得
其
意
は
代
官
森
孫
三
郞
、
川
上
猪
太
郞
承
合
可
被

■,，
.小
.
” 

. 

.. 

■

.•.こ
の
-指
令
書
の
日
附
が
六
月
甘
五
日
と
も
卄
九
日
と
も
讀
め
る
の
、で
あ
..る
が
、
何
れ
に
し
て
も
そ
の
頃
に
は
騷
動
は
大
體
鎭
靜
に
歸 

維
新
.直
前
に
お
け
る
宵
姓
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揆
の
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^
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:

緞
新
s

に
容
る
苗
姓
一
揆
ぬ
報
侍 

ニ

5
ー

(

九
ニ
ー

.)

し
て
ゐ
た
や
ぅ
で
あ
.る
。
又
こ
.の
命
令
が
な
く
と
i
.
、
暴
動
の
波
及
を
恐
れ
で
、
自
發
的
に
出
兵
し
.て
ゐ
.た
や
.ぅ
で
あ
る

o
即
ち
ニ
木 

松
藩
は
十
九
日
に
出
兵
し
て
、
ニ
十
五
日
に
は
全
部
別
上
げ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

;

(

1
〇)

豐

後

國

杵

築

： 

卜
'
:
;
:
.
- 

豐
後
國
件
築
は
松
平
中
務
大
輔
親
良
.三
寓I

1千
石
0
城
下
で
あ
る
0
慶
應一

一
年
十一1

月
.

一.1

日

に

百

姓

一

梭

が

起

つ

た

。

「

坪

^

_

ヒ 

史J

の
.記
す
.と
こ
ろ
に
依
れ
ば
.、「

ff
i
屋
私
を
營
み
富
豪
利
を
占
め
農
村
は
疲
敝
し
小
民
は
益
固
苦
す
而
し
て 
1有
司
之
を
芷
す
無
し
-と
し 

て
.、
.到
る
處
座
屋
富
豪
を
襲
つ
て
そ
の
家
屋
器
財
を
破
壞
し
去
つ
た
の
で
あ
る(

同
書
ニ
〇
ニ
頁
以
下)

> 
件

築

城

は

道

，
見

郡

に

あ

る
 

が
、
暴
徒
の
發
頭
人111
名
は
何
れ
も
國
朿
郡
の
者
で
あ
る
。
即
ち
添
.松
对
吉
助
、
行
人
村
千
代
三
郞
、
橫
手
村
勝
三
馨
で
あ
る
。
彼 

等
の
縣
行
は
附
近
の
天
領
に
及
ん
だ
。
そ
こ
で
西
國
御
郡
代
で
あ
'つ
た
窪
田
治
郞
左
衞
門
は
.隣
藩
i

兵
を
依
賴
し
た
。
速
見
郡
ボ 

の
城
中
|木
下
^
弾
守
俊
程0

.1
萬
五
千
石〉

.i
球
珠
郡
森
の
領
主
久
贺
嶋
伊
豫
守(

一
®

一
千
五
百
石)

と
は
何
れ
も
/H
l

y

d

そ 

の
國
許
か
ら
は
知
を
そ
れ
ぞ
れ
慕
府
に
屈
け
川
た
の
が
次
ぎ
に
揭
ぐ
る
ニ
通
の
文
書
で
あ
る
。

.

「

鹽
後
阈

0

{

!

1

奸
民
共
致
徙
黴
、
舊

臘

ニ

日

彳

所
$

打
毀
及
亂
妨
、
同
國
日
田
は
代
官
窪
田
治
郞
左
衞
門
支
配
所
、
國
艰
迅
村
ミ
小 

前

共

追

ミ

右

之

徒

一

一

組

し

屯

集

罷

在

外

：

1

ー
付

*

爲
鎭
靜
私
往
所
家
來
共
早

M

差
出
可
申
旨
、
窪
田
治
郞
充
衞
門

^

申
座
^
趣
一
一
付

、

'

同

十
.

一

日
大
小
鋭
取
交
、

一
ト
先
百
餘
人
出
勢
比
昨
由
、
尤
其
後
之
•形
勢
ニ
因
、
.追

線

出

昨

手

管

人
數
備
置
办
皆
、

在
所 

家

來

共

汐

中

越̂
、
此

段

は

屆

申

上

^
、

以
上

 

-

、

'

'■

芷

月

卄
*-
*

ロ 

.

. .

木

下

飛

彈

.

守」

「

去
.ル
十
二
月
八
日
窪
田
治
郞
左
衞
H
様〜

以
急
飛
脚
、
押
築
領
百
姓
共
一
揆
差
起
リ
、

御
領
所
百
姓
共
も
立
交
リ

-

I

配
所
豐 

後

國

取

都

深

，江
村
際
ね
多
人
數
屯
致
し
、
鐵

炮

等

も

所

持

仕

昨

ニ

付

、

.翌
九
日
同
所
ね
人
數
差
出
昨
段
今
便
申
越
杯
、
依
之
此
段
找

屈

申

上

^
、

以
上

二月十五日

 

久留岛供

豫
守
家
來

帆

•
足源三
郞

」

そ
の
屈
出
の
日
附
を
見
る
と
、
如
何
に
遠
隔
の
地
と
は
云
へ
*

一
 

ヶ
月
半
以
上
又
は
ニ
ヶ
月
半
近
く
か
X
づ
て
ゐ
る
こ
と
は
茜
し
い 

怠
慢
の
や
う
に
思
は
れ
る
。
し
か
し
幕
府
解
體
の
日
の
差
迫
つ
た
當
時
に
お
ゐ
て
恐
ら
く
西
邊
の
百
姓
一
揆
な
ど
は
問
題
で
な
か
っ
た 

で
あ
ら
う
。

以
上
私
は
仙
芯
家
の
苋
錄
せ
る「

諸
家
達
書
聞
込
菁」

の
內
か
ら
、
元
治
尤
年
か
ら
慶
應
三
碎
十
月
ま
で
の
百
姓
ー
揆
に
關
す
る
記 

事
を
摘
錄
し
て
見
た
。
勿
論
そ
の
多
く
は
他
書
に
他
の
記
錄
の
存
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

中
に
は
全
く
記
事
を
發
見
し
得
な
い
も
の 

も
あ
っ
た
。
例
へ
ば0

ニ)

の
信
州
伊
奈
郡
飯
田
の
慶
應
元
年
の
打
毀
し
の
如
き
は
、
最
も
地
方
史
の
著
作
の
多
い
地
方
で
あ
る
に
も
拘 

ら
ず

、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
そ
の
記
事
を
發
見
し
得
な
か
っ
た
。
慶
應
三
年
十
月
以
降
の
一
揆
に
っ
い
て
は
比
較
的
記
錄
が
少
な
い
。 

不
安
定
な
社
會
狀
態
は
な
ほ
續
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
形
態
0
ー
揆
が
少
な
く
な
か
つ
た
ら
ぅ
0
要
す
る
に
こ
の
時
期
の
一
揆
は 

概
し
て
著
し
く
傳
播
性
が
强
く
、
か
つ
甚
だ
し
く
破
壤
的
で
あ
つ
た
と
沄
ふ
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。

(

昭
和
十
二
年
五
月
二
十
日
稿)

維
新
値
前
蓄
对
る
百
！一

一
狡
の
s
 

.

1

二

三

(

允
1
5


